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注 射間隔をCB-PC,CETで は4～6時 間毎,そ の 他は

6～8時 間毎 とした場合,高 度障害例 では6～8倍 に注射

間隔を延 長 し,人 工腎を行 なつ た 日には2～3倍,腹 膜

灌 流を行なつ た 日には4～6倍 の延長 に止め る ことが適

当 と考 える。

腹膜灌 流液2Lに 毎回125mgず つ抗生剤 を添加 して

62.5mcg/mlの 灌流 液を10回,計1,250mgを 腹腔 内

に注入 した場 合には,腹 膜か らの推定吸収量は注入量 の

30～60%。 腹膜灌流終 了時 の血 中濃 度は10～15mcg/mL

とな り,腹 膜灌 流時 の局所的,全 身的感染の予防に有効

と思われ る。

特別研究会報告

1.1967年 分離 赤痢菌 の薬剤 耐性

薬剤耐性赤痢菌研究会

会長:東 京都立府中病院

江 崎 唯 人

会員平 石 浩 。星 野 重 治 ・加 藤 貞 治

勝 正 孝 ・木 村 貞 夫 。三 橋 進

内藤伝兵衛 ・中谷林太郎 ・落合国太郎

斎 藤 誠 ・坂 崎 利 一 。篠 川 至

杉 山 茂 彦 ・鈴 木 義 雄 ・丹 治 注

山 本 琢 三 ・善 養 寺 浩

1967年 に13の 施 設 で 分 離 され た 赤 痢 菌1,583株 に

つ い て,13の 薬 剤 に 対 す る耐 性 検 査 を し た 結 果 を 報 告

す る。 耐 性 検 査 の方 法 は前 回 と同 様 で あ る。 各 薬 剤 に っ

い て,そ の略 号 お よび 耐性 限 界 値 は 次 の 如 く で あ る。

Chloramphenico1(CP),12.5Pt9/m1;tetracycline(TC),

12.5μ9/ml;streptomycin(sM),6・25μ9/m1;sulfa-

nilamide(SA),1.25μ9/m1;paromomycin(PRM),6,25

μ9/m1;fradiomycin(FRM),6・25μ9加1;kanamycin

(KM),6.25Pt9/m1;gentamicin(GNT),1・6μ91ml;

aminobenzy1-penicillin(AB-PC),ユ2.5μg/m1;nalidi-

,xicacid(NA),12.5Pt9/ml;celistinmethansulfonate

(cL),1,6μ91ml;furatoridin(FT),1・6μ9/m1;fura・

zolidon(FZ),6.25μ9/mlo

1967年 分 離 株1,583株 に つ い て,薬 剤 耐性 株 の 分 離 頻

度 を 示 す と,CP1,134株(71・6%),TC1,161株(73.3

%),SM1,196株(75・6%),SA1,450株(91.6%),

PRM1株(0.06%),FRM1株(0.06%),KM1株

(O.06%),GNTO株,AB-PC14株(0.9%),NA22

株(1.4%),CLO株,FTO株,FZO株 で あつ た。

分離菌 の殆 ん どは,4剤,TC,CP,SM,SAに 耐性であ

り,そ の耐性型 をみ ると,(TC,CP,SM,SA)4剤 耐性型

1.122株(71%),SA1剤 耐性型252株(16%),(TC,

SM,SA)33株(2.1%),(SM,SA)31株(2.0%),(CP,

SM,SA)10株(0.6%),(TC,CP,SA)2株(0.1%),

TC4株(O,3%),感 受性株129株(8.2%)で あつた。

上記4剤 以外 のAB-PC,NA耐 性菌 は昨年 と同様に分

離され,KM,PRM,FRM3種 のaminocyclitol系 薬剤

に同時に耐性 の株 は,本 年 度に始めて分離 された もので

ある。

KM,FRM,PRM耐 性株は フ レキシネル2bで あ り,

AB-PCに も耐性であ り,TC,CP,SM,SA4剤 に も耐性

の8剤 耐性菌 であつた。そ の耐性度 はKMlooμ9/ml,

FRM50μ9/m1,PRM100μ9/m1以 上 で あつ た。 なお

この株 のすぺ ての耐 性は,細 胞接触 に よつて他 の菌 に伝

達可能 なR因 子 による耐性 であつた。

この株 も含 め,AB・-PC耐 性株は14株 分離 された。

耐牲度は25geg/mlよ り200μ91ml以 上 に お よんだ。

菌型 と しては,フ レキシネル菌 の2a,5株,2b,1株,

ゾンネ菌8株 で,そ の他 の耐性型では(TC,CP,SM,SA)

4剤 耐性型8株,(SM,SA)2株,SA2株,TC1株,

(TC,SM,SA)1株 であつた。 これ らの うち10株 はR

因子に よるAB-PC耐 性で あつ た。

NA耐 性株は22株 分離 され,耐 性値 は12.5μ9/mlか

ら109μg/m1に 及んだ。すべ て ゾンネ菌で あ り,21株

は他 に(TC・CP,SM,SA)4剤 耐性を もち,1株 はNA耐

牲 だけ であつた。22株 ともにNA耐 性の伝達性は なか

つ た。

検査 した赤痢菌 の血 清型 は74%が ゾンネ菌であ り,

26%が フ レキシネル菌 であ る。す なわ ち 約4分 の1が

フ レキ シネル菌 であ る。従 がってNA耐 性 菌 は ゾンネ

菌に出現 し易 く,AB-PC耐 性 菌は フ レキシネル菌 に 出L

易い ことがわか る。

AB-PC耐 性菌,NA耐 性 菌分離頻度 の年 次変化 を み

る と,1965年,1966年,1967年 の3年 間 においてAB-

PC耐 性菌はそれぞれ0,4%,1、4% ,0.9%で あ り,NA

耐性菌 はそれぞれO.2%,0.9%,1.4%で あ つ て,両

老 とも未 だ着実に増加す る,と い う傾向は現われ ていな

い。KM・FRM・PRM耐 性菌 とともに今後の動 向が 注 目

され なけれ ばな らない。
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2.ブ ド ウ球 菌 の 薬 剤 耐 性 と フ ァー.一一一一ジ 型

ブ ドウ球菌耐性研究班

班長:市 川 篤 二

班員:藤 井良知 ・石 山 俊 次 ・河 盛 勇 造

北本 治 ・小酒井 望 ・真 下 啓 明

三橋 進 ・水 野 重 光 ・白羽弥右衛門

高安久雄 ・武 田 盛 雄 ・谷 奥 喜 平

上 田 泰 ・梅 沢 浜 夫

1961年 以来病巣分離 ブ ドウ球菌 の薬 剤 耐性 とフマー

ジ型の調査が続け られ てきたが,今 回は1967年 度分離

株 の検 査か ら得 られた結果を報告す る。最近 コアグ ラー

ゼ非産生株の病巣 よ りの分離 がみ られるので,そ れ らを

も含めた検査が望 まれ る との班 員の要望 に よ り,蒐 集 さ

れ た分離株のDNase産 生,非 産生 を検 査 し,両 グル ー

プについ て薬剤耐性 とフ マージ型 との別個の集計を行な

つたのが今回 の報告 の特徴 であ る。 コア グラーゼ産生,

非産生が,DNase産 生,非 産生 と非常 に よ く一致す る

ことは既 に知 られ ている ところであ る。

総分離株数398の うちDNase産 生株331,非 産生株

67で あつ た。耐 性株の分離率及び耐性度 の分布を 両 グ

ループで比較す る と,ペ ニシ リンにお いて相 違 が み ら

れ,DNase+株 で耐性株 の分離 率は78.8%,DNasピ 株

では40.3%で あつた。サル フ ァ剤,ス トレプ トマ イシ

ン,テ トラサ イク リン及び マクロ ライ ド群抗 生物質 では

両者間に大 きな差は な く,殊 に オ レア ン ドマ イシンにお

いては非常に耐性度分布が よ く一致 していた。 他の薬剤

中著明な差が認め られた のはク ロラム フエー コールにお

いてであつて,DNase}株 に耐性株 が多 く,34・4%に も

達 した。

サ ル フ ァ 剤,テ トラサ イク リン,ス トレプ トマ イシ

ン,ペ ニシ リンの4剤 についての耐性型をみ ると,4剤

及び3剤 耐性 のいわ ゆ る多 剤 耐 性 株 は,DNase'株,

DNase"株 のいずれで もほ ぼ40%を 占め,差 は ないが,

DNase一 株では感受性株が 多 く,24%に も達 す る。す

なわ ちDNasem株 には1剤 または2剤 耐性株 の少 な い

ことが特徴 であ る。 この こ と はDNasピ 株 には,耐 性

をすみやか に獲得 して多剤耐性化す る株が ある反面,耐

性を獲 得 し難い株 も多い ことを思わせ る。

耐性型 とファージ型 の関係をみ る と,多 剤耐性株 には

81を 含む1群 と,型 別不能に属す る株が多 いの は従 来

の報告の とお りで ある。DNasゼ 株 中型別可能であつた

ものは僅か に3株 で あ り,95・5%も の株が型別不能で

あつた のは,と うぜ ん 予想 された ことで あ つ た が・

DNase'株 でも型 別不能株は62%に も達 した。

最 後 に マ ク 戸 ラ イ ド 耐 性 株 を,エ リスロ マ イ シ ン

(EM)・ オ レア ン ドマ イ シ ン(OM),ロ イ コマ イ シ ン(LM)

のす べ て に耐 性 のA群,EMとOMに 耐 性 のB群,EM

の み に耐 性 のC群 に 分 類 した とこ ろ,こ こ で もDNase+

株 とDNase一 株 との 間 に 相違 が み ら れ た 。す な わ ち

DNase+株 に お い て はA群79.6%,B群3.4%で あつ

た の に 対 し,DNasビ 株 で はA群56.0%,B群12.0%

だ つ た 。

3(1)グ ラム陰性桿菌の薬剤耐性の研究

第3報:1967年 中本邦で分離 され た病巣由来

グラム陰性桿菌の薬剤耐性

班長:石 山 俊 次

班員:藤 井 良 知 ・三 橋 進 ・桑 原 章 吾

大 久保 滉 ・三 国 政 吉 ・上 田 泰

大 越 正 秋 。北 本 治 ・白 羽弥 右 衛 門

真 下 啓 明 ・河 盛 勇 造 ・中 村 正 夫

真 柄 正 直 ・柴 田清 人 ・吉 利 和

(ABC順)

1965年 以来,グ ラム陰性桿菌(GNB)研 究 会は各種疾

病 起因のGNBを 分離 して,そ の菌株の消長お よび新薬

登 場に ともな う薬剤耐性の変遷を年次 ごとに とらえて報

告 して きた(ChemotheraPy,15,581,1967,同 誌,16,

46,1968)o

今回は1967年 中に本邦 で分離 されたGNBの 同定結

果 と薬剤耐性検査成績について報告す る。

材料お よ び方 法:供 試 したGN桿 菌 の由来は東大分

院小児科(49),日 大外科(181),東 大医科研(189),日

本医大産婦人科(6),新 潟大眼科(7),群 大微生物(42),

国立東一病院(155),慶 大泌尿器科(49),関 西 医 大臨

床病理(24),名 古屋市大eg-一外科(76),大 阪市大外科

(32),慈 恵 医大内科(45)お よび東大内科(24)に おい

てそれぞれ病 巣か ら分離 され,そ の疾病に関係あると考

えられた菌 が集められた。分離菌879株 中,9株 は保存

または輸送中の事故 で精査 の対象か らのぞかれ た。分離

菌 の同定お よび薬剤耐性検査は前報記載の方法に従がつ

た(Chemotherapy,16,46,1968)。

分離菌の同定成績:分 離菌870株 の同定結果 はE.eoli

(43.2%),E.freundii(1.0%),Klebsiella(9・4%)・

Aerobacter(2.2%),」Proteus(14・9%),」Pseudomonas

(28.4%),Serratia(0・5%),S・ParatyPhiA(0・1%)・

A「izona(O・1%)お よ びHOfnia(0・1%)等 で 前年に比

較 して著 明な差異 は認 められ なかつた。

薬剤耐性検査成績:前 報 でものべた ように化学療法お

よび耐 性菌 出現の歴史的背 景を考慮 して,常 用4剤(TC・
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CP,SM,SA)と 新 薬 剤(KM,FRM,GM,AB--PC,CET,

CER,CLS,CLM,PM-B,NAお よびFT)と に 大 別 して

検 査 結 果 を略 述 す る 。

常 用4剤 に 対 す る薬 剤 耐 性 に つ いて,腸 内細 菌 科(623

株)の 分 離 菌 群 は4剤 中 い ず れ か の薬 剤 に耐 性 を示 す 菌

株 が59・5%検 出 され た 。 これ ら の菌 株 の耐 性 型 は きわ

め て 多彩 で4標 識 の 組 合 わ せ で す べ て の型 が 検 出 さ れ

た 。 耐 性 菌 群 は4剤 耐 性 型(51.2%),3剤 耐 性 型(14・3

%),2剤 耐 性型(15.1%)お よび1剤 耐 性 型(19・4%)

で 構 成 さ れ,4剤 耐 姓 型 が もつ と も多 く検 出 され た 。 各

属 各 種 に み ら れ る 傾 向 も また,ほ ぼ 同様 で あ り,R因 子

の 分 布 が 類 推 され る。CP1剤 耐 性 菌 は 比 較 的 ま れ で あ

る こ とが知 られ て い るが,本 年 度 はE.celi(1株),Kleb-

siella(4株)お よびPreteus(1株)に 検 出 され た 。

つ ぎ に 新 薬 耐 性 に つ い て のべ る。KM耐 性 菌 はE.celi

(3・2%),Efreundii(22.2%),Aerebacter(26.3%),

Proteus(19.2%)お よびothers(28。6%)に 検 出 され た

が,Klebsiellaか ら 今 回 は 検 出 され な か つ た 。FRM耐

性 はKM耐 性 とほ とん ど併 行 した 。GMに は ほ とん ど

感 受 性 でProteusの1株 のみ が 耐 性 で あ つ た 。AB-PC

耐 性 はEcoli(7、7%)に す くな く,他 の 菌 種 に は 多 か つ

た 。 特 にKlebsiellaは ほ とん どが 耐 性 菌 で,あ た か も

自然 耐 性 で あ る か の よ うに 思 わ れ る。 感 受 性 菌 の 約5%

は1.6～3.2mcg/mlの 耐 性 値 を示 した。cERはE.coli

(1.6%),Klebsiella(2.4%)に す くな く,他 の 菌 種 に 多

か つ た 。 と くにAerobaeter(94・7%)に 多 く耐 性 菌 が 多

く検 出 さ れ る こ とに 注 目 し た い 。CETはCERと 同

一 傾 向を 示 し た。CLSはE.coli(1.3%) ,Ef7eundii

(11.1%),Klebsiella(3,7%)に す く な くAerobacter

(31.6%),Proteus(96.2%)に 多 く,ProteusのCLS感

受 性 菌 群 はvulgaris-mirabiiispa群 に み られ,他 の 菌株

は す ぺ て 高 度 耐 性 で あ つ た。 コ リスチ ン系 のCLMお よ

びPM・-Bに 対 す る耐 性 はCLSの そ れ と一 致 した 。NA

耐 性 はE・coli(3.7%)に す くな く,Efreundii(11.1%),

Klebsiella(17。1%),Aerobacter(26.3%),Pγoteus(25.4

%)に は 比 較 的 多 く検 出 され た 。FTはE.coli(10.4%),

Eノ 『reundii(11.1%),Aerobacter(10.5%),Proteus

(84.6%)等 に 耐 性 化 の 傾 向 が 認 め られ るが,そ の耐 性 値

(1.6～25mcg/m1)は い まだ 低 か つ た 。

常 用4剤 耐 牲 と新 薬 耐 性 の 関 係:KM耐 性 標 識 は 常 用

4剤 耐 性 菌 群(17・9%),1～3剤 耐 性 菌 群(5.5%),感

受 性 菌 群(0・8%)の 順 に 発 見 され,常 用4剤 耐 性 標 識 を

もつ 菌 群 に高 率 に検lllさ れ る。FRM耐 性 標 識 はKM耐

性 標 識 の 傾 向 とほ とん ど一 致 した 。AB-PCお よ びNA

耐 性 標 識 は 常 用4剤 関 係 の耐 性菌 群 に 多 く見 い だ され,

感 受 性 菌 群 に す くなか つ た。 近 年R因 子 のgen。me上 に

KM,FRMお よびAB-PC耐 性が付加 され て きた ことが

注 目されてい るが,上 述 の事実は感染性 の新 耐性標識を

考 慮す るとき,重 要 な問題 を示 唆 して いるよ うに思われ 、

る。 その他の新薬耐性標識 は常 用4剤 耐性標識 と特に密

接 な関連 を見いだ しがた い。 しか し常用4剤 耐性菌群に

はNA>FT>CLS>CETの 順 序で新薬耐性 が付 加され,

よ り複雑な多剤耐性化が進行 してお り,今 後 の動向に注

目したい。

3(2)グ ラム陰性桿菌の各科領域

における分離状況

グラム陰性桿菌感染症研究会

上 田 泰 。藤 井 良 知 ・石山俊次

河 盛 勇 造 ・北 本 治 ・真柄正直

真 下 啓 明 一三 国 政 吉 ・中村正夫

大 越 正 秋 ・大久保 滉 ・柴 田清人

白羽弥右衛門 ・上 田 泰 ・吉利 和

桑 原 章 吾 ・三 橋 進

1965年 か ら1967年 までの3ヵ 年 間に グラム陰性桿菌

感染症研究会(16研 究施設)で 分離蒐 集 した グラム陰性

桿菌(赤 痢菌 ・サルモネ ラを のぞ く)に つい てその分離

状況を菌種別,病 巣別(材 料別)に 検討 した ところ,以

下 のご とき結果 をえた。

1)菌 種別 にみ たグ ラム陰性桿菌 の分離状況

病巣 由来 グ ラム陰 性桿ee1,745株 の菌 種はE.coli,E.

∫γeundii,Ari20na,A.aerogenes,K.Pneumoniae,

02aena,Cioaca,HO∫nia,Serratia,Pr.vulgaris,?r.

mirabilis,Pr.retigeri,Pr.morganii,Pseudomonas,

B.anitrαtumな ど16菌 種であ り,こ れ ら菌 種 の分離頻

度はE.coliが もつ とも多 く,約 半数(46%)を 占め,つ

いでPseudomonas(22%),Pγoteus(14%),KPneu・

moniae(10.5%)の 順に高頻度 に分 離 され,そ の 他の菌

種 の分離頻度は低率 であつた。

2)病 巣別(材 料別)グ ラム陰性桿菌 の分 離状況

グ ラム陰性桿菌1,745株 の病巣別(材 料別)分 布状況

を検討 す ると,尿 か らの分離菌株が46%と もつ とも多

く,つ いで開放性膿汁(17%),糞 便(8.4%),喀 疾(7・6

%),閉 鎖 性膿汁(6.3),胆 汁(5・8%)の 順 であ り,手

術 創,腔 分泌物,血 液,胸 水,腹 水お よび髄 液か らの分

離菌株 は少数であつた。 この成績は一般感染症 におけ る

グ ラム陰性桿菌感染症 の発症 状況の一面 を示す もの と考

え る。

つ ぎに病巣別(材 料別)で のグ ラム陰性桿菌 の分離頻

度 を検 討す ると,尿,糞 便,胆 汁,閉 鎖性膿汁 な どはほ

ぼ同一の傾 向を示 し,E・eoliが 約半 数を占め,つ い で
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P「oteus・Pseudomenas,K・Pneumoniaeの 順 と な つ て

い る。 これ に 対 して 喀 疾,開 放 性 膿 汁 で はPseudomenas,

E.coli,K.Pneumoniae,Proteusの 順 で あ り,病 巣 別

(材 料 別)で の グ ラ ム陰 性 桿 菌 の 分 離 頻 度 に は 差 異 の あ

る こ とが 認 め られ た。

3)病 巣 別(材 料 別)グ ラ ム陰 性 桿 菌 の耐 性 株 発 現 頻

度

分 離 菌 株 数 の多 いE.celi,KPneumoniae,Pr.mira-

bilis,Pseudemenasな どを対 象 に そ れ ぞ れ の 病 巣 別(材

料別)耐 性株 発 現 頻 度 を 検 討 した 。 そ の結 果,且 ω露 で

は尿,開 放 性 膿 汁 か ら の分 離 菌 株 にSA・SM・TC・CP4

剤 耐 性 株 が 多 く,約50%を 占 め,喀 疾,胆 汁 の そ れ は

やや 低率(30%前 後)の 傾向であつ た。 また,KM,AB-

PC・CER・NAな どに対する耐性大腸菌 はどの病巣別(材

料別)分 離菌株 も10%前 後で低 率であつた。K.Pneu-

moniaeで はSA・SM・TC・CP4剤 耐性株の発 現頻 度は

約70%と 極 めて高率で,病 巣別(材 料別)に み ると尿

において もつ とも高率に4剤 耐性株 の発現 を 認 め た。

Pr.mirabilisで は とくに開放性膿汁か ら分離 され た菌株

に上記4剤 耐性株が 高率 に発現 してい ることが特徴的で

あ る。PseudemenasはCL,PL-B,GMと も耐性株が10

%以 下 と低率 であ り,こ の傾 向は病巣別(材 料別)に も

有意 の差は認 められ なかつ た。




